
＜令和７年度保護者・児童アンケート(後期)結果より＞
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今後の取組

　「学校が楽しい」と言い切れる（「だいたい」ではなく）児童が、前期より

減りました。学習に関する項目についても同じ傾向が見られます。授業では、

児童が自分で考え学び問題を解決していくことを大切にしています。「わかっ

た」「できた」という達成感が学習の楽しさにつながり、それが自信や意欲と

なって、次の学習へ向かう力となります。今後も、児童の学習面に力を注ぎな

がら、一人一人が安心して通える学校づくりを目指していきます。
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　多くの児童が学習環境を整える意識が高いです。学習環境を整えるこ

とから授業や学校生活の充実につなげていきたいです。時と場に合わせ

たものの使い方・整理整頓について学校と家庭両方で引き続き声をかけ

ていきましょう。

今後の取組

今後の取組

　学校では、児童のがんばっている姿、よい姿を教師が認める言葉かけ

を積極的に行っています。また、うまくいかなかったことがあったとき

でも、結果だけに着目した声かけではなく、そこに至るまでの努力を価

値づけ、がんばったことを児童自身が気づけるように声をかけるように

しています。ご家庭と連携して声をかけていくことで、児童の自己肯定

感をより高めていけると考えています。

　「授業中、自分から進んで学習している」の肯定的な回答が高いで

す。児童が、自分から進んで課題に取り組んだり、見通しをもって学習

を進めたりする姿が見られました。また、友達と考えを交流したり、自

分の考えを伝えたりしながら学びを深めている姿も見られました。これ

は、「自分から」動く、取り組むことを意識した素敵な学びです。しか

し、「授業がよくわかる」の肯定的な回答が少し低くなりました。学び

は積み重ねです。これまでの学びを活かして今の学びに結びつけていく

ことができるように、今後も授業改善を続けていきます。そして、児童

の理解を深めることができるように、一人一人の学びを見取り、効果的

な手立てが行えるよう努めていきます。

　自分から挨拶ができている児童が多いです。名前を読んで挨拶した

り、会釈をしたり、一人の時でも挨拶をするなど素敵な姿が朝の玄関や

学校内でも見られます。「人とつながるため」の挨拶であることを全校

で共有し取り組んでいきます。家庭や地域でも引き続き挨拶の声かけを

お願いします。
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わたしは、友達と学び合う活動を通し

て、自分の考えを伝えたり深めたりする

ことができている。（今年度の新項目）
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お子さんは、「自分にはがんばってい

るところがある」と思っている。
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わたしは、勉強に使うものを大事に使

い、教室や自分の周りを整理してい

る。（今年度の新項目）
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わたしは、授業中、自分から進んで学
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お子さんは、学校に行くのが楽しいと
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わたしは、学校が楽しい。 59.9%
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お子さんは、学校の勉強を理解してい

る。

わたしは、授業がよくわかる。
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野々市市立館野小学校 令和８年１月30日

学校だより １月特別号

１月も終わりに近づき、ますます冬の寒さが厳しくなりました。学校では、３学期の学習活動もあと２か月になろうとし

ています。さて、２学期末にお願いいたしました保護者アンケートと児童アンケートの結果についてお知らせいたします。

今年度は、児童の「自分から力」（主体的に物事にかかわる力）を育むことに重点を置いて、教育活動を行ってきました。

児童が学ぶ楽しさを感じ、様々なことに興味を持って豊かな学校生活が送れるよう努めていきます。
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＜いただいたご意見について＞

肯定的評価（あてはまる＋だいたいあてはまる)　上段は今年度　下段は今年度前期

　相手を大切にする点について肯定的な評価が高いです。温かい学校や温か

いクラスとはどんなことかを児童と一緒に考えながら今後も取り組んでいき

たいと思います。「自分がされて嫌なことは相手にはやらないこと」はもち

ろんのこと、周りも気持ちよくなる言葉遣いについて引き続き指導を行

い、相手の良い部分を認めることができる目を育てていきます。

　学年が上がるにつれ、学校・学級をよりよくしたいと考え活動していた児童

が多く肯定的な評価が高いです。自分の仕事を最後までやり切ったことを価値

付け、次の活動への意欲付けができるよう指導していきます。

今後の取組

肯定的評価（あてはまる＋だいたいあてはまる)　上段は今年度　下段は今年度前期
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※3％以上プラスで　　 、3％以下マイナスで　　 、3％未満は同等として標記していません。

　「進んで体を動かす」ことについて、冬場の気候もあり全体的に低下

傾向にあります。天気の良い日の休み時間には、運動場、カラーアス

ファルトで元気に遊んでいる様子がよく見られます。体を動かすことの

よさや自己の成長に繋げられるよう指導していきます。

　運動の習慣化の取り組みとして、体育の授業において、持久走（3分

間走）やサーキットトレーニング、なわとび等に取り組み続けていま

す。３学期には縄跳び期間があり、体育科や休み時間に縄跳びを通して

体を動かす取組を進めています。
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わたしは、友達を傷つける言葉をつか

わず、相手を大切にした言葉づかいを

している。
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・下校だよりのtetoru配信については、次年度に向け検討中です。

・教育アンケートの記名についての質問がありました。状況把握や回答対応、現状改善のため、記名をお願いしております。

・「回答しづらい項目がある」とのご意見をいただいております。次年度、改善していきます。

・児童対応についてのご意見をいただきました。児童が安心で安全な学校生活が送れるよう、丁寧に指導していきます。

・長期休みのクロームブックの使用時間についてのご意見をいただきました。児童の健康面や集中できる時間帯等を考えて、現在の時間設定となっております。

   ご理解のほど、お願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※学校への温かいメッセージも数多くいただきました。ありがとうございました。
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学校は、学校公開やお便り、学校ホー

ムページなど学校の様子が伝わる機会

を作っている。

わたしは、体育の授業や学校生活の中

で、進んで体を動かしている。
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動、たてわり活動に取り組んでいる。
62.8% 30.1%

53.0% 44.3%

お子さんは、進んで体を動かそうとし

ている。

わたしは、友達の気持ちを考え、相手

の嫌がることをしないで仲よく生活し

ている。

2.7%

児

童

肯定的評価（あてはまる＋だいたいあてはまる)　上段は今年度　下段は今年度前期

57.0% 35.1% 6.7% 1.2%

　児童とのつながりをもつために、教師は自分の担当学級以外の児童に

も積極的に声かけを行っています。児童が担任以外の教師ともつながり

を持ち、かかわる場が増えることで、何気ない会話を楽しんだり、悩み

を話せたりできるのではないかと考えています。また、教師も多くの児

童に声をかけることが、児童の良い姿を見つける機会となり、褒める声

かけが増えてきています。このつながりが、児童の安心な学校生活を支

える基盤であると捉えています。


